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外来語とどう付き合うか

【言語文化セミナー】 2004年11月６日（土） 午後２時から４時半
「インフォームドコンセント」を「納得診療・説明と同意」に、「ノーマライゼー

ション」を「等生化・等しく生きる社会の実現」に、「アカウンタビリティー」を
「説明責任」になどなど、ここ２、３年、新聞各紙に外来語の言い換え案が大きく取
り上げられてきました。これに対しては賛否両論あり、新聞の投書欄などでも話題に
なっています。これらの言い換えは、国立国語研究所が発表しているもので、その発
表内容について国立国語研究所は一般の人々に説明することになりました。その説明
を関西で行うにあたって、言語文化研究所の毎年のセミナーに合わせ、第23回「こと
ば」フォーラムとして、本学において共催で実施しました。
外部からの講師は、相澤正夫氏（国立国語研究所）と陣内

じんのうち

正敬
まさたか

氏(関西学院大学)
とで、二人とも、国立国語研究所の外来語委員会委員であり、言い換え提案に実際に
かかわっていらっしゃいます。二人には、外来語委員会の単なる説明ではなく、外来
語とよりよくつきあっていくためにいかにあるべきかについて、本音を語っていただ
くことにしました。また、言語文化研究所からは佐竹秀雄が、一般人の立場から外来
語の言い換え問題について考えを述べました。そして、「外来語を言い換えることで、
外来語問題は解決できるのか」「どういう点に外来語問題の本質が存在するのか」な
どの観点から、参加者のみなさんと考えを深めることを今回のセミナーの大きな目的
としました。
学外からの参加者は100名を超え、また、質問票による質問も多数寄せられ、外来

語に対する人々の関心が大きいことを改めて知る機会となりました。本号では、三人
の発表の概要を掲載しますが、佐竹の発表については、新聞の外来語調査の結果も織
り込んで報告します。

【発表要旨】 相澤正夫氏 「外来語言い換え提案について」
相澤氏は、主に以下の３点について述べられた。

�１ 言い換え提案は、言い換え語の一覧だけが提案ではない。
新聞などのメディアでは、その結果だけが一覧表によって示されており、その解説



には、時として辛らつな内容がある。しかし、言い換え提案の趣旨と提案を利用する
際の留意事項とは、次のような点にあることをきちんと理解してほしい。
まず、言い換え語の提案は、「分かりにくい外来語を分かりやすくするための言葉

遣いの工夫」をするための基本的な考え方と基礎資料とを具体的に提供するものであ
り、決して押し付けではない。そして、言い換え語を利用する際には、個々の語や使
用する世代の違いによる理解度に違いがあることに配慮し、また、言い換え語が原語
に対する訳語ではないことなどに注意をしなければならない。つまり、個々の外来語
の特性をとらえて、一つ一つきめ細かな対応を考える必要がある。
�２ 言い換え語提案は、科学的な調査データに基づいている（３つの調査）。
①「外来語定着度調査」：分かりにくい外来語がどのような語であるのかを確かめ
るために、全国の16歳以上の男女2,000人を対象にして個別面接調査。
②「全国調査」：外来語についての国民の意識を調べるために、全国の15歳以上の
男女4,500人を対象にして個別面接調査。
③「自治体調査」：行政情報を発信する側の意識を調べるために、全国680市区町村
の自治体首長、広報紙責任者、ホームページ責任者、一般職員を対象にして郵送
アンケート調査を実施。
これらの調査研究から得られたデータによって提案はささえられている。例として

「キャンセル」「解約」「取り消し」の３語を取り上げてみると、世代によって分かり
やすさの認識に差があることが明らかになり、今後の予測としては、「キャンセル」
が「解約」を侵略していくことも考えられる。
�３ 「ことばの分かりにくさ」は、外来語だけの問題ではない
社会生活に必要な情報を共有する上で、ことばの「分かりにくさ」というものは、

大きな障害になり、それは、外来語だけの問題ではない。何よりも大切なのは、受け
手に配慮した分かりやすいことば遣いを工夫することである。

【発表要旨】 陣内正敬氏 「外来語を育てるとは」
陣内氏は、外来語を「健全に育てよう」という立場で次のような内容を述べられた。

�１ 外来語に対する基本的な考え方
ことばは歴史的な産物であり、また国民性を反映するものであるから、外来語化し

ていく流れを止めることはできない。いわば外来語は、世の中の動きと連動している
ものである。外来のものを「よくないもの」だとして、外来語をブラックバス（外来
魚）のように駆除・排斥の対象とするのではなく、ことばの生態系として、和語・漢
語・外来語のバランスをうまくとりながらそれぞれの棲み分けを図っていくことが望
ましい。また、外来語とは、外国語が日本語のフィルターを通って日本語となったも
のであるから、外見も中身も外国語からは変わっているものである。
�２ 外来語化の問題点とその対策
外来語という新しいものばかりに目移りして、むやみに用いるのではなく、在来語

である和語や漢語、あるいは日本語の中になじんだ外来語を活用すべきである。たと
えば「ペデストリアンデッキ」（歩行者用のデッキ）ということばが公共の場で使用



されている場合があるが、このことばを理解できる人は少ないだろう。そこでは「通
じること」よりも「感じる」ことが優先されている。大切なのは、そのことばが相手
の心に届いているかどうかを見極めることであり、外来語の増加スピードを調整しな
がら、増加の緩やかな変化を実現することである。
�３ 言い換えの苦悩
外来語には、「宝石箱効果（カセット効果）」があると言われる。外来語を中身の見

えない宝石箱の中に入れることで、その語の意味はよく分からないが、何だか宝石の
ようにきらきらと輝いていて魅力的に映り、自分でも使ってみたくなるというもので
ある。しかし、分かりやすさという点から考えると、言い換え語の方が適している。
言い換え案を考える際には、外来語のもつ魅力と、言い換え語の分かりやすさとの関
係をどのように捉えるか悩ましい点である。また、言い換え語がすべての人に分かり
やすいかどうかというのも判断するのが難しい。たとえば、「バリアフリー」は「障
壁なし」という言い換え語を提案しているが、「ショーヘキ」という音を聞いて、そ
の意味を理解する人がどれくらいいるか、疑問の余地が残る。

【発表要旨】 佐竹秀雄 「暮らしの中の外来語」
主に以下の３点について述べた。

�１ 外来語と暮らしとのかかわり
言語文化研究所では、新聞の面ごとにおける語彙調査をしてきている。そのデータ

から外来語の出現率をまとめると、次の結果が得られた。

表１ 新聞の面別の調査

面 出 現 率 種 類

スポーツ 6.9（11.0）％ 993語

生 活 4.8（ 5.4） 1,299

経 済 4.7（ 6.4） 1,145

社 会 3.7（ 4.2） 949

投 書 2.4（ 2.8） 745

一 面 2.3（ 3.0） 774

（出現率のカッコ内の数値は固有名詞を含む場合）

また、各面でよく使われた語彙ベスト10を並べると、表２のような結果になった。
表１と表２の結果から、次のようなことが言える。
・外来語の使われ方は、新聞の各面による違いが大きいし、語によっても違いが大
きい。つまり、外来語をひとくくりにして考えてはいけない。
・スポーツ面や経済面が他と違って、外来語が多かった。これは、外来語使用が専
門性とかかわることを示す。
・暮らしに身近な生活面と投書面とを比較すると、生活面には外来語が多いが投書
面は外来語が比較的少ない。このことは、生活面を通して日常生活に多くの外来
語が入ってきているのに対して、一般の人々は情報を発信する際、外来語使用に
関して冷静である。



表２ 面ごとの高頻度語ベスト10

スポーツ 経 済 生 活 社 会 一 面 投 書

1 リーグ サービス センター メートル グループ テレビ

2 チーム インターネット センチ グループ ドル ニュース

3 プロ グループ サービス キロ メートル ボランティア

4 メートル ネット ホーム ホーム キロ イコール

5 サッカー システム ボランティア ホテル システム ガイドライン

6 キロ メーカー グループ マンション センター カード

7 オリンピック ドル ケア センチ ガス リストラ

8 シード ソフト キロ シャツ テレビ サービス

9 トップ パソコン テレビ ビル ケース バス

10 オープン デジタル ケース ケース ガイドライン スーパー

�２ 外来語使用の問題点
外来語が好んで使われる理由のうち、イメージのため、新しさを感じさせるためと

いう感覚的な理由による使用が問題を生む。イメージを重視するために、外来語によ
る名づけはそのものの実質とずれることが起こる。例えば、職業名でも名前は片仮名
で格好よいけれど、実態は大変な仕事というものがある。こういう名前にだまされる
ことは現実によくあることであろう。また、外来語から受けるイメージが人によって
異なるために、意味のずれや誤解を招くおそれもある。

�３ 外来語との付き合い方
外来語の多くは、専門家やマスメディアの手を通じて一般化し普及する。したがっ

て、分かりにくい外来語の氾濫をくいとめるには、専門家・マスメディアでチェック
をかけることと、一般人の潜在下にある外来語崇拝をなくすことが必要となろう。
そのためには、まず、外来語を特別のことばとして考えるのではなく、個々の外来

語を使うときにコミュニケーションの道具として適切かどうかを考えるべきである。
「外来語だからいけない」ではなく、個々の場合に、どのように伝わるかの判断をす
る習慣をもつべきである。外来語は、その外見的な効果とそれが表す実質的な意味と
にズレが存在しがちなことを、十分に認識して使うべきであるし、他人が使っている
場合には、それをきちんと確認する態度が必要である。

このセミナーの翌日、岩手県の滝沢村立滝沢第二小学校の６年生からセミナー
の内容を教えてほしいとのファクシミリが届きました。外来語を使うことについ
て討論会をするためとのことでした。ことばに関心をもっている小学生がいるこ
とを知ってとてもうれしくなりました。
担当 佐竹 秀雄 岸本 千秋 2004. ����


